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１ 調査の概要  
 

１－１ 調査の目的 

本アンケート調査は、東員町の高齢者等に対して、高齢者の現状、高齢者福祉サービス

などの利用状況、認知度および今後の利用意向、現状での問題点や課題事項等を把握し、

高齢者福祉計画および介護保険事業計画の見直し、策定のための基礎資料とすることを目

的として実施しました。 

 

１－２ 調査対象および調査方法 

 

 
一般高齢者（要支援認定者含む）調査

（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）
在宅介護実態調査 

調査地域 東員町全域 

調査対象 

65 歳以上の要介護認定を受けていな

い方および要支援認定を受けている

方 

要介護認定（要介護１～５）を受けて

いる方 

配付数 2,000 564

有効回収数 1,374 386

有効回収率 68.7％ 68.4％

抽出方法 無作為抽出 全数調査 

調査方法 郵送配布・回収 認定調査員による配付・回収 

調査時期 平成 29 年７月１日～８月１日 
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２ アンケート調査結果  
 

２－１ 一般高齢者（要支援認定者含む）調査 

 

（１）一般高齢者調査の状況 

年齢については、「65～69 歳」が 35.9％、「70～74 歳」が 28.6％、「75～79 歳」が 17.7％、

「80～84 歳」10.2％となっています。 

 

 

◆一般高齢者調査回答者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地区については、「笹尾東地区」が 21.3％、「笹尾西地区」が 18.5％、「神田地区」

17.3％、「城山地区」が 14.8％となっています。 

 

◆一般高齢者調査回答者の居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.9 28.6 17.7 10.2
4.8

1.5

1.4

65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳

85～89歳 90歳以上

無回答 ｓ

件数

1,374

（％）

17.3 12.1 12.2 18.5 21.3 14.8 3.8

神田地区 稲部地区

三和地区 笹尾西地区

笹尾東地区 城山地区

無回答 ｓ

件数

1,374

（％）
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（２）基本チェックリストによる判定 

①虚弱リスク 

基本チェックリストから虚弱の傾向がみられる人は、全体で 6.0％となっています。 

性別でみると、「男性」は 4.9％、「女性」は 6.6％と男女での違いはあまりみられないも

のの、年齢別でみると、年齢とともに該当者は増加傾向にあり、男性の 85 歳以上では大

きく増加しています。家族構成別でみると、「ひとり暮らし」で占める割合が高くなってい

ます。 

 

図：虚弱の傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

虚弱 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 6.0 93.9 0.1 

性
別

男性 631 4.9 95.1 - 

女性 710 6.6 93.4 - 

居
住
地
区 

神田地区 238 8.0 92.0 - 

稲部地区 166 6.6 93.4 - 

三和地区 168 7.7 92.3 - 

笹尾西地区 254 3.5 96.5 - 

笹尾東地区 292 5.1 94.9 - 

城山地区 204 6.4 93.6 - 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 10.2 89.8 - 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 3.4 96.6 - 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 4.8 95.2 - 

息子・娘との２世帯 276 8.3 91.7 - 

その他 285 7.4 92.6 - 

  

2.2 

2.2  4.1 
6.7 

28.0 

55.6 

1.5  1.5 

8.4 

20.3 

31.6 

20.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当

6.0 

非該当

93.9 

無回答

0.1 

(%)
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②運動機能低下リスク 

基本チェックリストから、運動機能低下の傾向がみられる人は、全体で 10.0％となって

います。 

性別では、「男性」の 6.5％に比べ「女性」の 13.0％の占める割合が高く、年齢別では年

齢とともに、該当者の割合が高くなる傾向があります。居住地区別にみると、「神田地区」

で占める割合は高く、家族構成別では「ひとり暮らし」で占める割合が高くなっています。  

 

図：運動機能低下の傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

運動 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 10.0 89.7 0.2 

性
別

男性 631 6.5 93.5 - 

女性 710 13.0 87.0 - 

居
住
地
区 

神田地区 238 13.0 87.0 - 

稲部地区 166 11.4 88.6 - 

三和地区 168 11.9 88.1 - 

笹尾西地区 254 9.1 90.9 - 

笹尾東地区 292 7.9 92.1 - 

城山地区 204 8.8 91.2 - 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 15.3 84.7 - 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 6.3 93.7 - 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 6.7 93.3 - 

息子・娘との２世帯 276 13.8 86.2 - 

その他 285 13.3 86.7 - 

 

  

3.9 
2.8  7.3  11.7 

28.0 

44.4 

4.2 
7.8 

16.0 

33.8 

39.5 

40.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当
10.0 

非該当

89.7 

無回答

0.2 

(%)
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③口腔機能低下リスク 

基本チェックリストから、口腔機能低下の傾向がみられる人は、全体の 19.7％となって

います。 

年齢別でみると、年齢とともに該当者の割合が高くなる傾向があります。居住地区別に

みると、「城山地区」で占める割合は高く、家族構成別では「ひとり暮らし」で占める割合

が高くなっています。 

 

図：口腔機能低下の傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

口腔 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 19.7 79.4 0.9 

性
別

男性 631 19.3 79.6 1.1 

女性 710 19.7 80.0 0.3 

居
住
地
区 

神田地区 238 18.1 80.7 1.3 

稲部地区 166 21.1 78.3 0.6 

三和地区 168 20.8 76.8 2.4 

笹尾西地区 254 18.1 81.9 - 

笹尾東地区 292 18.5 80.8 0.7 

城山地区 204 22.1 77.9 - 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 24.6 74.6 0.8 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 18.6 80.2 1.3 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 21.0 78.1 1.0 

息子・娘との２世帯 276 19.2 80.4 0.4 

その他 285 19.3 80.7 - 

  

17.7 
21.1 

13.8 

20.0 

32.0 

55.6 

12.6  12.6 

27.7 
33.8 

47.4 

40.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当

19.7 

非該当

79.4 

無回答

0.9 

(%)
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④低栄養リスク 

基本チェックリストから、低栄養の傾向がみられる人は、全体の 0.1％となっています。 

性別等の属性別でみても、大きな違いはみられません。 

 

図：低栄養の傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

栄養 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 0.1 99.0 0.9 

性
別 

男性 631 0.2 98.7 1.1 

女性 710 0.1 99.6 0.3 

居
住
地
区 

神田地区 238 - 99.2 0.8 

稲部地区 166 - 99.4 0.6 

三和地区 168 - 99.4 0.6 

笹尾西地区 254 - 99.2 0.8 

笹尾東地区 292 0.3 99.0 0.7 

城山地区 204 0.5 99.5 - 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 0.8 98.3 0.8 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 - 99.1 0.9 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 - 98.1 1.9 

息子・娘との２世帯 276 - 99.6 0.4 

その他 285 - 100.0 - 

  

0.0  0.0 
0.0 

1.7 
0.0 

0.0 0.0  0.0  0.0 
0.0 

0.0 

10.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当

0.1 

非該当
99.0 

無回答

0.9 

(%)
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⑤閉じこもりリスク 

基本チェックリストから、閉じこもりの傾向がみられる人は、全体の 13.4％となってい

ます。 

性・年齢別でみると、男女ともに年齢が上がるにつれて占める割合も高くなる傾向がみ

られ、特に女性では 80 歳以上で男性を大きく上回っています。居住地区別にみると、「三

和地区」で占める割合は高く、家族構成別では「ひとり暮らし」で占める割合が高くなっ

ています。 

 

図：閉じこもりの傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

閉じこもり 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 13.4 85.2 1.5 

性
別

男性 631 11.9 86.5 1.6 

女性 710 14.6 84.5 0.8 

居
住
地
区 

神田地区 238 15.1 82.8 2.1 

稲部地区 166 17.5 81.3 1.2 

三和地区 168 19.6 77.4 3.0 

笹尾西地区 254 9.8 89.8 0.4 

笹尾東地区 292 9.9 89.4 0.7 

城山地区 204 13.2 86.8 - 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 17.8 80.5 1.7 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 11.2 87.9 0.9 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 11.4 86.7 1.9 

息子・娘との２世帯 276 13.8 85.1 1.1 

その他 285 16.1 83.5 0.4 

  

11.3  6.1 

14.7 
10.0 

28.0 

7.6 
4.4 

18.5 

39.2 
42.2 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当
13.4 

非該当

85.2 

無回答
1.5 

(%)
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⑥ 認知機能低下リスク 

基本チェックリストから、認知機能低下の傾向がみられる人は、全体の 49.4％と約５割

を占めています。 

性・年齢別でみると、男女ともに年齢が上がるにつれて占める割合も高くなる傾向がみ

られます。居住地区別にみると、「三和地区」で占める割合は高く、家族構成別では「その

他」で占める割合が高くなっています。 

 

図：認知機能低下の傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

認知 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 49.4 49.7 0.9 

性
別

男性 631 50.4 48.7 1.0 

女性 710 48.0 51.7 0.3 

居
住
地
区 

神田地区 238 55.5 42.9 1.7 

稲部地区 166 50.0 49.4 0.6 

三和地区 168 60.1 38.7 1.2 

笹尾西地区 254 45.3 54.7 - 

笹尾東地区 292 40.4 58.9 0.7 

城山地区 204 48.5 51.5 - 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 50.8 48.3 0.8 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 45.0 54.1 0.9 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 49.5 49.5 1.0 

息子・娘との２世帯 276 50.7 48.6 0.7 

その他 285 55.4 44.6 - 

  

56.7 

41.1 

47.2  46.7 

68.0 

88.9 

49.4 

32.5 

54.6 
62.2 

68.4 

60.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当

49.4 非該当
49.7 

無回答

0.9 

(%)
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⑦ うつリスク 

基本チェックリストから、うつの傾向がみられる人は、全体の 29.6％となっています。 

性別でみると、「男性」の 23.3％に比べ「女性」は 34.6％と、占める割合が高くなって

います。 

性・年齢別でみると、男性は 70 歳から増加傾向にあります。居住地区別にみると、「笹

尾東地区」で占める割合は高く、家族構成別では「ひとり暮らし」で占める割合が高くな

っています。 

 

図：うつの傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

うつ 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 29.6 67.9 2.5 

性
別

男性 631 23.3 74.3 2.4 

女性 710 34.6 62.8 2.5 

居
住
地
区 

神田地区 238 28.2 66.4 5.5 

稲部地区 166 24.1 75.3 0.6 

三和地区 168 28.0 69.0 3.0 

笹尾西地区 254 31.1 66.9 2.0 

笹尾東地区 292 32.9 65.8 1.4 

城山地区 204 29.9 67.6 2.5 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 32.2 66.9 0.8 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 28.8 69.2 2.0 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 31.4 67.6 1.0 

息子・娘との２世帯 276 27.5 69.2 3.3 

その他 285 30.5 66.3 3.2 

  

25.1 

18.3 
22.8  25.0 

32.0 

44.4 42.5 

25.7 

39.5 

29.7 

26.3 

20.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当
29.6 

非該当

67.9 

無回答

2.5 

(%)
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⑧ 転倒リスク 

基本チェックリストから、転倒リスクの傾向がみられる人は、全体の 24.2％となってい

ます。 

性別でみると、「男性」の 21.2％に比べ「女性」は 26.8％と、占める割合が高くなって

います。 

性・年齢別でみると、男女ともに年齢が上がるにつれて占める割合も上がる傾向がみら

れ、特に女性では各年代層で男性を上回っています。居住地区別にみると、「稲部地区」で

占める割合は高く、家族構成別では「息子・娘との２世帯」で占める割合が高くなってい

ます。 

 

図：転倒リスクの傾向がみられる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査数 

転倒 

該当あり 該当なし 無回答 

全 体 1,374 24.2 74.5 1.2 

性
別

男性 631 21.2 78.3 0.5 

女性 710 26.8 73.0 0.3 

居
住
地
区 

神田地区 238 29.0 71.0 - 

稲部地区 166 29.5 70.5 - 

三和地区 168 25.0 73.2 1.8 

笹尾西地区 254 23.2 76.4 0.4 

笹尾東地区 292 21.2 78.1 0.7 

城山地区 204 20.1 79.9 - 

家
族
構
成 

ひとり暮らし 118 28.8 70.3 0.8 

夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上） 555 21.1 78.4 0.5 

夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下） 105 17.1 82.9 - 

息子・娘との２世帯 276 29.7 70.3 - 

その他 285 26.7 72.6 0.7 

16.9  19.4  22.8 
25.0 

48.0 

22.6 
20.4 

30.3 

41.9 

50.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳

男性 女性

(%)

件数
1,374

該当

24.2 

非該当

74.5 

無回答

1.2 

(%)
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（３）各種評価結果のまとめ 

 

【全 体】 

 

 

生活機能の評価結果を全体でみると、

基本チェックリストによる生活機能の非

該当者の割合では、「栄養」が 99.0％と最

も高く、次いで「虚弱」（93.9％）、「運動

器」（89.7％）となっています。 

一方で、最も低い項目は「認知」で

49.7％、次いで「うつ」が 67.9％となっ

ています。 
※レーダーチャートは値が低いほどリスクが高い。 

 

【性 別】 

 

 

生活機能の評価結果を性別でみると、

男性では全体とほぼ同様の結果となって

います。 

一方で女性では全体に比べて「うつ」

「運動器」等のリスクが高くなっていま

す。 

そのため、うつから認知症につながら

ないような取組みや、運動機能の低下に

よる要介護状態にならないようなケアが

必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.7 

85.2 

74.5 

99.0 
79.4 

49.7 

67.9 

93.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

全体（件数=1,374）

93.5 

86.5 

78.3 

98.7 
79.6 

48.7 

74.3 

95.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

男性（件数=631）

87.0 

84.5 

73.0 

99.6 
80.0 

51.7 

62.8 

93.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

女性（件数=710）
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【年齢】 

 

 

前期高齢者では、後期高齢者と比べ、

すべての項目でリスクは低くなっていま

す。 

後期高齢者では、前期高齢者と比べ、

すべての項目でリスクは高くなっており、

特に「運動器」「転倒」「閉じこもり」な

どでは 5 ポイント以上高くなっています。 

そのため、要介護状態にならないよう

運動機能の低下の予防・改善のための健

康増進や転倒予防のため取組みが必要に

なります。 

 

 

  

95.4 

91.5 

80.1 

99.3 
84.0 

53.7 

69.0 

98.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

前期高齢者（件数=886）

83.8 

78.9 

69.7 

99.0 74.9 

46.5 

67.4 

90.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

後期高齢者（件数=383）
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【居住地区】 

 

 

神田地区でみると、全体と比べて大き

な差は見られないものの、「認知」のリス

クが 6.8 ポイント高くなっています。 

そのため、認知症に対するケアが必要

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲部地区でみると、全体と比べて「閉

じこもり」のリスクが 3.9 ポイント、「転

倒」のリスクが 4.0 ポイント高くなって

います。 

そのため、閉じこもりや転倒防止等、

外出しやすい安全な環境づくりが必要に

なります。 

 

 

 

 

 

 

三和地区でみると、全体と比べて「閉

じこもり」のリスクが 7.8 ポイント、「認

知」のリスクが 11.0 ポイント高くなって

います。 

そのため、閉じこもりからうつにつな

がらないよう、認知等の精神的ケア対策

が必要になります。 

 

  

87.0 

82.8 

71.0 

99.2 
80.7 

42.9 

66.4 

92.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

神田地区（件数=238）

88.6 

81.3 

70.5 

99.4 
78.3 

49.4 

75.3 

93.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

稲部地区（件数=166）

88.1 

77.4 

73.2 

99.4 
76.8 

38.7 

69.0 

92.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

三和地区（件数=168）
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笹尾西地区でみると、全体と比べてほ

とんどの項目でリスクは低くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笹尾東地区でみると、全体と比べてほ

とんどの項目でリスクは低くなっており、

特に「認知」のリスクは 9.2 ポイント低

くなっています。 

そのため、認知症に対するケアが必要

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

城山地区でみると、全体と比べてほと

んどの項目でリスクは低くなっており、

特に「転倒」のリスクは 5.4 ポイント低

くなっています。 

そのため、転倒防止等、外出しやすい

安全な環境づくりが必要になります。 

  

90.9 

89.8 

76.4 

99.2 
81.9 

54.7 

66.9 

96.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

笹尾西地区（件数=254）

92.1 

89.4 

78.1 

99.0 
80.8 

58.9 

65.8 

94.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

笹尾東地区（件数=292）

91.2 

86.8 

79.9 

99.5 
77.9 

51.5 

67.6 

93.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
運動器

閉じこもり

転倒

栄養

口腔

認知

うつ

虚弱

城山地区（件数=204）
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（４）介護保険制度について 

介護保険制度について認知度を集計したところ、『知っている』（「よく知っている」「だ

いたい知っている」を合計したもの）が 36.5％、『知らない』（「あまり知らない」「まった

く知らない」を合計したもの）が 60.6％となっています。約 6 割の人が、介護保険制度に

ついて『知らない』という現状となっています。 

一方、要介護時に希望する生活については、「介護保険サービスや福祉サービスを活用し

ながら、自宅で介護してもらいたい」が 38.4％で最も高くなっており、「なるべく家族の

みで、自宅で介護してもらいたい」が 14.9％などとなっており、自宅での介護を希望しつ

つも介護保険サービスや福祉サービスを活用したいと考えている人が多くいます。 

また、介護保険サービスを活用する際、利用したい介護保険サービスについては、「自宅

訪問による介護サービス」が 61.7％で最も高く、次いで「自宅訪問による看護」が 40.2％、

「施設に通って受ける介護サービス」が 39.1％、「福祉用具の購入・貸し出し」が 32.8％、

「住宅改修費用の支給」が 32.3％などとなっています。 

 

 

 

◆介護保険制度についての認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆要介護時に希望する生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2 33.3 49.8 10.8

2.8

よく知っている だいたい知っている

あまり知らない まったく知らない

無回答 系列6

件数

1,374

（％）

（件数＝1,374）

なるべく家族のみで、自宅で介護してもらい

たい
介護保険サービスや福祉サービスを活用しな

がら、自宅で介護してもらいたい

特別養護老人ホームなどの施設に入所したい

少人数で介護を受けながら暮らすグループ
ホームで生活したい

有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住

宅で生活したい

その他

わからない

無回答

14.9

38.4

9.0

5.3

8.1

0.4

18.1

5.8

0 10 20 30 40 50 (%)
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◆利用したい介護保険サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別でみると、いずれの家族構成においても「自宅訪問による介護サービス」が

最も高く、次いで「自宅訪問による看護」「施設に通って受ける介護サービス」となってい

ます。 

 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 

ひとり暮らし 

世帯 

自宅訪問による介

護サービス 

55.6％(2 位) 

自宅訪問による看

護 

40.7％(4 位) 

施設に通って受け

る介護サービス 

29.6％(1 位) 

総合型通所介護サービス(―) 

福祉用具の購入・貸し出し(3 位) 

住宅改修費用の支給(―) 

22.2％ 

夫婦のみの 

世帯 

自宅訪問による介

護サービス 

67.9％(1 位) 

自宅訪問による看

護 

41.7％(3 位) 

施設に通って受け

る介護サービス 

40.1％(2 位) 

福祉用具の購入・

貸し出し 

32.9％(1 位) 

住宅改修費用の支

給 

32.1％(4 位) 

その他の世帯 

自宅訪問による介

護サービス 

57.0％(4 位) 

自宅訪問による看

護 

40.1％(―) 

施設に通って受け

る介護サービス 

39.2％(1 位) 

福祉用具の購入・

貸し出し 

35.0％(2 位) 

住宅改修費用の支

給 

34.6％(5 位) 

（ ）内は前回調査時の順位 

（件数＝527)

自宅訪問による介護サービス

短期集中訪問型サービス

自宅訪問による看護

施設に通って受ける介護サービス

短期集中通所型サービス

総合型通所介護サービス

通所リハビリテーション

ショートステイ

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

福祉用具の購入・貸し出し

住宅改修費用の支給

その他

特にない

わからない

無回答

61.7

4.6

40.2

39.1

7.0

21.3

18.4

15.9

9.1

4.4

32.8

32.3

0.4

1.9

6.3

1.5

0 20 40 60 80 (%)
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（５）高齢者福祉サービスと施策に関する意識の状況 

 

高齢者福祉サービスについての利用状況を集計したところ、全体の約６割以上が「ない」

と回答しており、その理由として制度の認知度の低さが考えられます。しかし、今後利用

したいサービスとして、２割以下であるもののニーズがある状況を把握し、今後福祉サー

ビスの周知の徹底とサービス内容の見直しを図り、さらなる活用を進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）内は前回調査時の結果 

 

  

◆現在利用しているサービス ◆今後利用したいサービス 

（件数＝1,374）

緊急通報装置設置事業      （26.8）

配食サービス事業          （30.4）

日常生活用具給付等事業    （13.5）

生活管理指導短期宿泊事業  （3.3）

地域で行う体操などの介護予防事業（い

きいき百歳体操など）
（－）

地域で行うカフェ（サロン）事業                      （－）

家族介護教室              （9.9）

家族介護交流（リフレッシュ）事業                    （4.0）

救急医療情報キット配布事業 （13.1）

シニアカレッジ            （11.0）

シニア（老人）クラブ      （17.9）

認知症カフェ              （－）

認知症家族介護者交流会    （4.6）

成年後見制度利用支援事業  （2.9）

日常的金銭管理サービス事業 （1.7）

介護タクシー利用助成事業  （27.9）

その他                    （1.4）

ない                      （18.7）

無回答                    

2.0

1.4

1.2

0.1

5.7

6.1

0.4

0.2

2.1

5.4

14.0

0.5

0.4

0.4

0.1

1.3

0.5

62.1

13.6

020406080(%)

9.4

17.9

7.2

1.2

9.2

7.8

3.1

1.8

3.0

3.4

11.8

1.5

2.0

1.1

1.0

18.5

1.9

36.5

13.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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居住地区別でみると、いずれの地区においても「介護タクシー利用助成事業」「配食サー

ビス事業」といったニーズが高くなっています。 

 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 

全体 

介護タクシー利

用助成事業 

18.5％(2 位) 

配食サービス事

業 

17.9％(1 位) 

シニア（老人）ク

ラブ 

11.8％(5 位) 

緊急通報装置設

置事業   

9.4％(3 位) 

地域で行う体操

等の介護予防事

業 

9.2％(前回なし)

神田地区 

シニア（老人）ク

ラブ 

21.0％(3 位) 

介護タクシー利

用助成事業 

18.5％(2 位) 

配食サービス事

業 

14.7％(1 位) 

緊急通報装置設

置事業 

12.2％(4 位) 

地域で行うカフ

ェ 11.8％ 

(前回なし) 

稲部地区 

介護タクシー利

用助成事業 

19.9％(2 位) 

配食サービス事

業 

16.9％(3 位) 

地域で行う体操

等の介護予防事

業 

15.1％(前回なし)

シニア（老人）ク

ラブ 

10.8％(1 位) 

緊急通報装置設

置事業   

7.8％(4 位) 

三和地区 

介護タクシー利

用助成事業 

20.2％(4 位) 

配食サービス事

業 

19.0％(3 位) 

シニア（老人）ク

ラブ 

17.3％(1 位) 

緊急通報装置設

置事業   

11.3％(5 位) 

地域で行う体操

等の介護予防事

業 

7.7％(前回なし)

笹尾西地区 

配食サービス事

業 

20.9％(1 位) 

介護タクシー利

用助成事業 

16.5％(3 位) 

日常生活用具給

付等事業 

8.7％(6 位) 

地域で行う体操

等の介護予防事

業 8.3％ 

(前回なし) 

地域で行うカフ

ェ 7.9％ 

(前回なし) 

笹尾東地区 

介護タクシー利

用助成事業 

19.2％(3 位) 

配食サービス事

業     

17.8％(2 位) 

地域で行う体操

等の介護予防事

業 

9.6％(前回なし)

地域で行うカフ

ェ 

8.6％(前回なし) 

シニア（老人）ク

ラブ 

8.2％(11 位) 

城山地区 

介護タクシー利

用助成事業 

18.6％(2 位) 

配食サービス事

業     

17.6％(1 位) 

緊急通報装置設置事業 

 10.8％(2 位) 

日常生活用具給付等事業 

 10.8％(4 位) 

シニア（老人）ク

ラブ 

9.3％(5 位) 

（ ）内は前回調査時の順位 
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・高齢者施策について 

高齢者施策については、「公的年金の充実」が 46.7％で最も高く、次いで「病院や診療

所などの医療機関の充実」が 37.6％、「寝たきりや認知症にならないための予防対策」が

36.0％、「生涯を通じた健康づくりに対する支援」が 30.2％、「在宅医療の充実」が 27.9％

などとなっています。公的年金の充実や医療機関といったハード面での充実を希望する一

方で、寝たきり・認知症予防や健康づくりに対する支援などソフト面での充実を希望する

割合も高くなっており、今後多面的な支援施策が望まれています。 

 

 

◆高齢社会において必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）内は前回調査時の結果 

  

（件数＝1,374）

生涯を通じた健康づくりに対する支援

雇用・就業機会の確保

公的年金の充実

病院や診療所などの医療機関の充実

在宅医療の充実

ホームヘルパーなどの在宅サービスの充

実
特別養護老人ホームなどの施設サービス

の整備

高齢者に配慮した住宅の整備

身近な地域における活動拠点（公民館、
集会所など）の整備

寝たきりや認知症にならないための予防
対策

生きがいづくり、社会参加活動の推進

暮らしやすいまちづくり（段差の解消や
わかりやすい標識の設置など）

虐待防止や財産の保全を含めた高齢者の
権利を守る対策
子どもとのふれあいなどの世代間交流の

促進

福祉用具や介護機器の開発、普及

生活相談窓口の整備、充実

ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯

に対する支援

近所の人とのたすけあい

その他

わからない

無回答

30.2

9.7

46.7

37.6

27.9

20.8

21.2

7.7

6.1

36.0

9.0

11.2

3.1

5.2

7.6

8.5

27.8

24.2

1.3

3.6

8.8

0 20 40 60 (%)

（34.0） 

（10.0） 

（63.3） 

（31.7） 

（28.7） 

（19.2） 

（24.0） 

（6.6） 

（3.9） 

（40.7） 

（10.7） 

（10.9） 

（3.8） 

（5.0） 

（7.7） 

（7.8） 

（32.9） 

（22.5） 

（0.8） 

（7.9） 
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（６）地域での生活や関わりについて 

地域活動への参加状況を集計したところ、参加率（月に１回以上）は、「趣味関係のグル

ープ」「スポーツ関係のグループやクラブ」「収入のある仕事」で約３割と高く、「学習・教

養サークル」で約１割と低くなっています。一方、週４回以上参加している活動は「収入

のある仕事」で 12.7％と最も高くなっています。また、「町内会・自治会」は「年に数回」

が約４割（37.6％）を占めており、自治会や町内会へ参加することが義務ととらえている

人が多いことがうかがえます。 

高齢者の地域活動への参加は、閉じこもり予防や健康維持等の介護予防効果も期待でき

るため、参加促進のために地域の状況に応じた取組みが必要です。 

 

 

◆地域活動への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

①  ボランティアのグループ 1,374

②  スポーツ関係のグループやクラブ 1,374

③  趣味関係のグループ 1,374

④  学習・教養サークル 1,374

⑤  シニア（老人）クラブ 1,374

⑥  町内会・自治会 1,374

⑦  収入のある仕事 1,374

0.9

2.7

1.7

0.4

0.3

12.7

3.0

9.9

5.1

1.2

2.5

1.1

8.4

2.9

6.2

7.3

1.7

1.8

1.3

1.4

11.1

6.6

15.4

4.1

8.6

8.5

2.8

10.6

3.7

5.2

4.7

13.2

37.6

2.5

62.2

62.0

56.8

76.6

65.4

42.4

64.0

9.2

9.0

8.4

11.4

8.2

8.8

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週４回以上 週２～３回 週１回

月１～３回 年に数回 参加していない

無回答

0.2
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（７）地域活動への参加意向 

地域活動への参加意向（参加者として）については、性別でみると、男性・女性ともに

『参加したい』と答える人が約６割と高くなっています。 

年齢別でみると、90 歳未満では『参加したい』と答える人が多いものの、年代が上がる

につれて徐々に減少し、90 歳以上では「参加したくない」が 85.0％と最も高く、次いで

85～89 歳で 48.5％となっています。 

また、地域活動への参加意向（企画・運営として）については、性別・年齢別ともに「参

加してもよい」と答える人が約３割となっています。 

地区別にみても、この傾向は変わりません。 

 

 

◆地域活動への参加意向（参加者として）     ◆地域活動への参加意向（企画・運営として） 

  【性別・年齢・地区別】           【性別・年齢・地区別】 

 

 

 

  

 

件
数 

ぜ
ひ
参
加
し
た
い 

参
加
し
て
も
よ
い 

参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

 

 

件
数 

ぜ
ひ
参
加
し
た
い 

参
加
し
て
も
よ
い 

参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全 体 1,374 6.9 52.8 36.0 4.3 全 体 1,374 2.5 28.5 64.4 4.5

性
別

男性 631 6.3 56.3 34.2 3.2 性
別

男性 631 3.2 32.2 60.4 4.3

女性 710 7.3 50.6 37.9 4.2 女性 710 2.1 25.4 68.6 3.9

年
齢
別 

65～69 歳 493 6.1 55.8 36.5 1.6

年
齢
別 

65～69 歳 493 2.4 30.4 64.7 2.4

70～74 歳 393 7.1 55.0 33.8 4.1 70～74 歳 393 2.8 29.0 64.7 3.8

75～79 歳 243 7.4 56.8 29.6 6.2 75～79 歳 243 2.5 32.1 60.5 4.9

80～84 歳 140 10.0 45.0 37.1 7.9 80～84 歳 140 4.3 23.6 62.9 9.3

85～89 歳 66 6.1 43.9 48.5 1.5 85～89 歳 66 - 24.2 71.2 4.5

90 歳以上 20 5.0 5.0 85.0 5.0 90 歳以上 20 - - 90.0 10.0

地
区
別 

神田地区 238 10.1 51.7 34.0 4.2

地
区
別 

神田地区 238 2.9 30.7 60.1 6.3

稲部地区 166 7.2 54.2 35.5 3.0 稲部地区 166 2.4 33.7 60.8 3.0

三和地区 168 7.7 50.0 35.7 6.5 三和地区 168 2.4 26.8 65.5 5.4

笹尾西地区 254 4.7 57.1 34.6 3.5 笹尾西地区 254 0.8 29.1 66.9 3.1

笹尾東地区 292 8.2 51.7 36.0 4.1 笹尾東地区 292 4.5 26.0 65.1 4.5

城山地区 204 4.9 52.0 41.2 2.0 城山地区 204 2.5 27.0 68.1 2.5
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２－２ 在宅介護実態調査 

 

（１）要介護者の在宅生活の状況 

在宅介護実態調査回答者の年代については、「65～69 歳」が 21.2％、「75～79 歳」「85

～89 歳」が 16.3％、「80～84 歳」が 15.3％となっています。 

 

 

◆在宅介護実態調査回答者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅介護実態調査回答者の居住地区については、「神田地区」が 21.2％、「三和地区」「笹

尾東地区」が 16.3％、「笹尾西地区」が 15.3％となっています。 

 

 

◆在宅介護実態調査回答者の居住地区 

 

 

  21.2 9.8 16.3 15.3 16.3 12.2 8.8

神田地区 稲部地区

三和地区 笹尾西地区

笹尾東地区 城山地区

無回答 ｓ

件数

386

（％）

21.2 9.8 16.3 15.3 16.3 12.2 8.8

65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳

85～89歳 90歳以上

無回答 s

件数

386

（％）
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介護保険サービス以外の支援・サービスの利用状況と利用意向をみると、ともに「おむ

つ助成」と「配食サービス事業」が上位を占めています。また「理美容サービス費助成」

も高い値を示していることから、要介護者の在宅生活の実質的な支援・サービスへのニー

ズが高いことがうかがえます。 

 

◆現在利用している高齢者福祉サービス            ◆今後利用したい高齢者福祉サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（件数＝386）

緊急通報装置設置事業      

配食サービス事業          

日常生活用具給付等事業    

地域で行う体操などの介護予防事業（い

きいき百歳体操など）

地域で行うカフェ（サロン）事業                      

家族介護教室              

家族介護交流（リフレッシュ）事業                    

おむつ助成                

寝具洗濯乾燥サービス費助成

理美容サービス費助成      

救急医療情報キット配布事業

シニアカレッジ            

シニア（老人）クラブ      

認知症カフェ              

認知症家族介護者交流会    

成年後見制度利用支援事業  

日常的金銭管理サービス事業

その他                    

ない                      

無回答                    

7.8

15.0

3.4

4.1

4.1

3.1

2.1

23.1

5.2

12.7

2.8

1.3

3.1

2.6

2.8

1.0

1.0

0.5

26.7

24.9

0 10 20 30 40 (%)

2.3

8.8

3.4

2.6

3.1

0.5

0.5

13.0

1.8

5.4

3.9

0.5

6.7

0.8

1.6

0.3

0.5

1.6

37.6

26.7

010203040(%)
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介護保険サービスの利用状況をみると、「通所介護（デイサービス）」「福祉用具貸与」が

上位を占めています。今後新たに利用したいサービスについては「短期入所生活介護（シ

ョートステイ）」「福祉用具貸与」のニーズが高くなっている一方で「特にない（今のまま

でよい）」が 35.5％と最も高くなっています。 

 

◆現在利用している介護サービス                ◆今後新たに利用したい介護サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（件数＝386）

①訪問介護（ホームヘルプサービス）

②訪問入浴介護

③訪問リハビリテーション

④訪問看護

⑤居宅療養管理指導

⑥通所介護（デイサービス）

⑦通所リハビリテーション（デイケア）

⑧短期入所生活介護（ショートステイ）

⑨短期入所療養介護（ショートステイ）

⑩福祉用具貸与

⑪特定福祉用具販売（福祉用具購入費の支給）

⑫住宅改修（住宅改修費の支給）

⑬小規模多機能型居宅介護

⑭看護小規模多機能型居宅介護

⑮地域密着型通所介護（定員18人以下のデイサービス）

⑯認知症対応型通所介護（認知症高齢者に対するデイサービス）

⑰認知症グループホーム

特にない（今のままでよい）

無回答                    

15.0

4.7

7.3

7.5

2.3

50.5

12.2

14.0

2.3

39.4

8.8

12.7

2.1

0.5

8.3

2.3

0.3

0204060(%)

6.0

7.5

6.0

5.2

2.1

7.8

5.7

10.6

7.3

8.3

4.1

7.5

35.5

26.2

0 20 40 60 (%)
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介護保険サービスの利用状況と満足度については、⑥通所介護（デイサービス）におい

て、「現在利用している・以前利用していた」が 50.5％で最も高く、「満足」も 47.2％とな

っています。また、⑩福祉用具貸与において、「現在利用している・以前利用していた」が

39.4％、「満足」は 59.2％となっています。 

 

◆現在利用している介護サービスと満足度 

 

  

上段：実数

下段：％

件

　

数

現

在

利

用

し

て

い

る

・

以

前

利

用

し

て

い

た

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答

満

足

や

や

満

足

ふ

つ

う

や

や

不

満

不

満

無

回

答

①訪問介護（ホームヘルプサービス） 386 58 84 244 36 11 7      -      - 4

100.0 15.0 21.8 63.2 62.1 19 12.1      -      - 6.9

②訪問入浴介護 386 18 99 269 11 1 3 1      - 2

 100.0 4.7 25.6 69.7 61.1 5.6 16.7 5.6      - 11.1

③訪問リハビリテーション 386 28 97 261 16 4 6      -      - 2

 100.0 7.3 25.1 67.6 57.1 14.3 21.4      -      - 7.1

④訪問看護 386 29 94 263 21 2 6      -      -      -

 100.0 7.5 24.4 68.1 72.4 6.9 20.7      -      -      -

⑤居宅療養管理指導 386 9 105 272 6      - 2      - 1      -

 100.0 2.3 27.2 70.5 66.7      - 22.2      - 11.1      -

⑥通所介護（デイサービス） 386 195 37 154 92 50 37 5 1 10

 100.0 50.5 9.6 39.9 47.2 25.6 19 2.6 0.5 5.1

⑦通所リハビリテーション（デイケア） 386 47 86 253 21 12 10 1 1 2

100.0 12.2 22.3 65.5 44.7 25.5 21.3 2.1 2.1 4.3

⑧短期入所生活介護（ショートステイ） 386 54 86 246 24 12 10 5 2 1

100.0 14.0 22.3 63.7 44.4 22.2 18.5 9.3 3.7 1.9

⑨短期入所療養介護（ショートステイ） 386 9 103 274 5 2 1      -      - 1

100.0 2.3 26.7 71.0 55.6 22.2 11.1      -      - 11.1

⑩福祉用具貸与 386 152 45 189 90 31 22      - 2 7

 100.0 39.4 11.7 49.0 59.2 20.4 14.5      - 1.3 4.6

⑪特定福祉用具販売（福祉用具 386 34 85 267 20 2 5 1 2 4

  購入費の支給） 100.0 8.8 22.0 69.2 58.8 5.9 14.7 2.9 5.9 11.8

⑫住宅改修（住宅改修費の支給） 386 49 77 260 23 7 12 2 1 4

 100.0 12.7 19.9 67.4 46.9 14.3 24.5 4.1 2 8.2

⑬小規模多機能型居宅介護 386 8 108 270 3 1 2 1      - 1

 100.0 2.1 28.0 69.9 37.5 12.5 25 12.5      - 12.5

⑭看護小規模多機能型居宅介護 386 2 112 272      - 1 1      -      -      -

 100.0 0.5 29.0 70.5      - 50 50      -      -      -

⑮地域密着型通所介護（定員18人以下の 386 32 91 263 16 6 3 1 1 5

  デイサービス） 100.0 8.3 23.6 68.1 50 18.8 9.4 3.1 3.1 15.6

⑯認知症対応型通所介護（認知症 386 9 106 271 4 2      - 1 1 1

  高齢者に対するデイサービス） 100.0 2.3 27.5 70.2 44.4 22.2      - 11.1 11.1 11.1

⑰認知症グループホーム 386 1 111 274 1      -      -      -      -      -

 100.0 0.3 28.8 71.0 100      -      -      -      -      -
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（２）主な介護者の状況 

主な介護者が行っている介護の内容については、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」

が 75.8％で最も高く、次いで「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」が 72.5％、「食事の

準備（調理等）」が 70.3％などとなっています。 

 

◆主な介護者が行っている介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（件数＝269）

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ

等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

24.2

16.7

22.3

21.9

28.6

37.5

23.8

65.8

50.6

27.1

9.3

70.3

75.8

72.5

4.5

0.0

5.9

0 20 40 60 80 (%)
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一方、在宅生活の継続にあたり介護者が不安に感じている介護として「認知症状への対

応」が最も多くあげられています。要介護者が現在抱えている傷病としても認知症は 31.9％

と最も高くなっています。 

認知症状について知識習得のニーズも高まっていると考えられます。認知症状について

の詳しい情報の提供や相談窓口の周知がさらなる介護者支援につながると考えられます。 

 

◆主な介護者が不安に感じる介護            ◆現在抱えている傷病 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆認知症について知りたいこと 

 

 

 

 

 

 

  

（件数＝269）

日中の排泄                

夜間の排泄                

食事の介助（食べる時）    

入浴・洗身                

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）                        

衣服の着脱                

屋内の移乗・移動          

外出の付き添い、送迎等    

服薬                      

認知症状への対応          

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）              

食事の準備（調理等）      

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）                

金銭管理や生活面に必要な諸手続き                    

その他                    

不安に感じていることは、特にない                    

主な介護者に確認しないと、わからない                

無回答                    

12.6

14.9

4.5

11.5

0.7

4.1

7.4

10.4

4.5

25.3

4.1

4.8

3.0

7.4

4.5

7.1

1.5

32.0

0 10 20 30 40

(%)
（件数＝386）

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱
菅狭窄症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障が
いを伴うもの）

その他

なし

わからない

無回答

16.8

14.5

3.6

7.5

2.1

15.3

3.4

7.8

31.9

2.8

2.1

14.2

15.5

17.9

3.4

0.5

14.0

0 10 20 30 40

(%)

（件数＝386）

認知症の症状（もの忘れとは違うの

か、どんな症状があるのか等）
認知症の人に対する家族や周囲の接し

方

認知症予防のために日常生活において

注意すべきこと

認知症かなと感じた時の相談先

町で実施する認知症教室等の情報

お住まいの地域の認知症に対する医

療・介護サービス情報

その他

無回答

25.6

22.0

28.0

19.9

5.4

21.0

5.7

32.4

0 10 20 30 40 (%)
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（３）家族等介護者の就労継続の状況 

在宅生活を送る認定者の主な介護者は、女性が約６割、60 歳代が３割半となっています。 

主な介護者の４割以上の人が働いていますが、そのうち介護を理由とする離職者は１割

未満となっています。 

 

 

◆主な介護者の性別              ◆主な介護者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主な介護者の勤務形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.7 19.3 45.7 1.5 10.8

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

件数

269

（％）

34.6

61.7

3.7

男性

女性

無回答

件数＝269

（％）

（件数＝269）

20歳未満                  

20歳代                    

30歳代                    

40歳代                    

50歳代                    

60歳代                    

70歳代                    

80歳以上                  

わからない                

無回答                    

0.0

0.4

0.4

5.9

24.9

36.1

16.4

13.8

0.0

2.2

0 10 20 30 40 (%)
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また、介護者が仕事と介護を両立に必要な勤め先からの支援としては、「介護休業・介護

休暇等の制度の充実」「制度を利用しやすい職場づくり」「労働時間の柔軟な選択（フレッ

クスタイム制など）」が多くあげられており、企業側の理解と支援を求めていく必要がある

と考えられます。 

 

 

◆介護を理由とした家族等の離職の有無（過去 1年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆仕事と介護の両立に必要な勤め先からの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件数＝113）

自営業・フリーランス等のため、勤め
先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタ

イム制など）
働く場所の多様化（在宅勤務・テレ

ワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の

設置
介護をしている従業員への経済的な支

援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからな

い

無回答
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（件数＝269）

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞

めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族は

いない

わからない

無回答
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